
Title 『長承二年相撲立詩歌合』考 : 撰詩・撰歌および人
選の方法　　

Author(s) 小山, 憲美

Citation 詞林. 2001, 29, p. 15-30

Version Type VoR

URL https://doi.org/10.18910/67466

rights

Note

The University of Osaka Institutional Knowledge Archive : OUKA

https://ir.library.osaka-u.ac.jp/

The University of Osaka



『長
承
二
年
相
撲
立
詩
歌
合
』
考

―
撰
詩

。
撰
歌
お
よ
び
人
選
の
方
法
―

は
じ
め
に

詩
歌
合
と
は
、
詩
歌
会
に
参
会
し
た
詩
人
歌
人
達
が
、
各
々
に
詠
み

い
だ
し
た
詩
歌
を
、
左
方
に
漢
詩
を
、
右
方
に
和
歌
を
つ
が
え
て
優
劣

を
決
す
る
競
合
で
あ
る
。
元
久
三

（
〓
一〇
五
）
年
、
藤
原
良
経
ら
に

よ
っ
て
催
さ
れ
た

「元
久
詩
歌
合
」
に
お
い
て
、
様
式
が
確
立
さ
れ
て

以
来
、
中
世
に
は
盛
ん
に
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
「長
承
二
年
相
撲

立
詩
歌
合
」
（以
下
本
詩
歌
合
と
略
す
）
は
、
そ
れ
に
先
立
つ
長
承
二

（
一

〓
曇
じ
年
に
成
立
し
た
詩
歌
合
で
あ
り
、
現
存
最
古
と
考
え
ら
れ
る
。

時
の
関
自
で
あ
り
文
壇
の
庇
護
者
で
も
あ
っ
た
藤
原
忠
通
の
下
命
を
受

け
、
和
漢
に
通
じ
た
藤
原
基
俊
が
撰
集
し
た
。

本
詩
歌
合
は
、
後
代
に
見
ら
れ
る
当
座
詩
歌
合
と
は
異
な
り
、
時
代

不
同
で
詩
歌
を
撰
び
、
つ
が
い
合
わ
せ
る
撰
詩
歌
合
で
あ
る
。
一
つ
の

番
と
し
て
、
左
方
に
詩
を
、
右
方
に
歌
を
配
す
が
、
左
右
の
勝
負
は
記

さ
れ
て
い
な
い
。
呼
称
に
見
ら
れ
る

「相
撲
立
」
と
は
、
詩
歌
を
つ
が

え
た
形
式
の
う
え
に
、
「占
手
」
、
「腋
」
、
「最
手
」
と
い
っ
た
、
相
撲
用

語
を
取
り
込
む
様
式
に
よ
る
。
本
詩
歌
合
は
、
こ
の
よ
う
に
後
代
の
詩

小
山
　
憲
美

鳳鉛浸卸は一れ岬矧綺琳獄餞赫る↑っｔとからか、従来あまり言

け
れ
ど
も
、
こ
の
詩
歌
合
は
、
漢
詩
と
和
歌
と
い
う
異
質
な
も
の
を

つ
が
い
、
接
近
を
試
み
る
と
い
う
新
し
い
様
式
が
考
案
さ
れ
た
最
古
の

資
料
で
あ
る
点
か
ら
も
、
撰
者
基
俊
の
詩
歌
観
を
窺
う
資
料
で
あ
る
点

か
ら
も
、
詳
細
な
考
察
が
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ

こ
で
、
本
稿
で
は
、
「長
承
二
年
相
撲
立
詩
歌
合
』
の
特
質
を
考
察
す
る

た
め
の
基
礎
的
作
業
と
し
て
、
詩
歌
の
出
典

。
人
選
の
様
相
に
つ
い
て

検
討
し
て
ゆ
き
た
い
。

一

『長
承
二
年
相
撲
立
詩
歌
合
」
が
撰
せ
ら
れ
た
経
緯
は
、
次
に
引
用

す
る

一相
撲
立
詩
歌
合
』
の
跛
文
に
く
わ
し
い
。

長
承
二
年
八
月
廿
八
日
、
博
陸
先
太
相
国
御
教
書
、
併
可
撰
進

給
詩
歌
事
、
以
詩
為
左
、
以
歌
為
右
、
可
被
撰
進
秀
逸
也
、
撰
進

之
意
、
可
令
模
相
撲
立
給
歎
、
（後
略
）



（長
承
二
年
八
月
廿
八
日
、
博
陸
前
太
相
国
御
教
書
、
併
せ
て
詩
歌
を
撰
進

し
給
ふ
べ
き
事
、
詩
を
以
つ
て
左
と
な
し
、
歌
を
以
つ
て
右
と
な
す
、
秀

逸
を
撰
進
せ
ら
る
べ
き
な
り
、
撰
進
の
意
、
相
撲
立
を
模
ら
せ
し
め
給
ふ

べ
き
歎
、
（後
略
》

長
承
二
年
八
月
二
十
八
日
に
、
関
自
前
太
政
大
臣
忠
通
か
ら
基
俊
に
下

さ
れ
た
御
教
書
に
よ
る
と
、
撰
定
の
趣
は
、
た
だ
秀
れ
た
詩
歌
を
撰
び

並
べ
る
の
で
は
な
く
、
相
撲
に
擬
し
た
詩
歌
を
左
右
に
つ
が
わ
せ
て
、

奇
抜
な
趣
向
を
楽
し
む
も
の
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
そ
の
実
態
は
ど
の
よ

う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

本
節
で
は
、
「相
撲
立
詩
歌
合
』
の
撰
集
資
料
に
つ
い
て
の
考
察
か

ら
は
じ
め
た
い
。
次
頁
の

【表

一
】
【表
二
】
を
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

【表

一
】
は

「相
撲
立
詩
歌
合
』
所
収
の
歌
の
、
【表
二
】
は
同
じ
く

漢
詩
の
、
他
出
状
況
を
調
査
し
、
主
な
資
料
の
み
を
取
り
上
げ
て
、
表

に
し
た
も
の
で
あ
る
。
番
号
の
下
に
、
作
者
名
を
記
し
た
。
「相
撲
立
詩

歌
合
」
と
も

っ
と
も
重
複
が
多
い
０
無
、
「新
撰
朗
詠
集
」
で
、
和
歌
は

十
首
、
漢
詩
は
九
首
引
か
れ
て
い
る
。

和
歌
に
お
い
て
、
「新
撰
朗
詠
集
」
に
つ
い
で
重
複
数
が
多
い
の
は

「玄
々
集
』
の
九
首
で
あ
る
。
同
集
は
、
平
安
後
期
に
は
か
な
り
流
布

し
、
「金
葉
集
」
Ｔ
一奏
本
）
や

「新
撰
朗
詠
集
』
の
和
歌
を
は
じ
め
、

鰤

罐

毎

『
罐

漿

高

罐

辛
翻
設
鑢

筆

輔

就

歌
仁
”
が
な
ら
ん
で
七
首
、
「後
拾
遺
集
」
が
六
首
、
「金
葉
集
』
Ｔ
一奏

本
）
が
五
首
、
「和
漢
朗
詠
集
」
が
三
首
と
い
う
順
に
な
る
。

撰
ば
れ
た
歌
は
、
秀
歌
と
評
さ
れ
る
も
の
が
多
い
。
例
え
ば
、
十
番

右
歌
は

「俊
頼
髄
脳
」
に
、

霰
降
る
交
野
の
み
の
の
か
り
衣
ぬ
れ
ぬ
宿
か
す
人
し
な
け
れ

ゴぬ
れ
ぬ
れ
も
な
ほ
か
り
ゆ
か
む
は
し
鷹
の
う
は
げ
の
雪
を
う

ち
は
ら
ひ
つ
つ

こ
れ
は
、
長
能
、
道
済
と
申
す
歌
よ
み
ど
も
の
、
鷹
狩
を
題
に
す

る
歌
な
り
。
と
も
に
、
測
割
副
ョ
測
渕
冽
、

・
―
剣
＝
＝
劇
躙
引
り

十
二
番
右
歌
は
、
「袋
草
子
』
上
巻
に
、

伊
勢
大
輔
、
上
東
門
院
の
中
官
と
申
す
時
、
初
め
て
参
れ
り
。
（中

略
）
歌
を
書
き
て
こ
れ
を
進
る
。
御
堂
と
り
て
御
覧
ず
る
に
、
誠

に
き
よ
げ
に
か
き
た
り
。

古

へ
の
な
ら
の
み
や
こ
の
八
重
ざ
く
ら
―

殿
を
始
め
奉
り
て
、
刀
川
感
口
河
「
Ｊ
到
期
剛
馴
劇
と
云
々
。
（原

漢
文
）

十
五
番
右
歌
は
、
「今
鏡
」
（ふ
じ
な
み
の
下

・
第
六

・
ゑ
あ
わ
せ
）
に
、

そ
の
女
御

（稿
注
…
麗
景
殿
女
御
延
子
）
の
生
み
た
て
ま

つ
り
給
へ

り
け
る
姫
宮

（稿
注
・・・正
子
）
、
賀
茂
の
い
つ
き
と
聞
こ
ゑ
給
き
。

こ
の
宮
絵
合
し
給
し
に
、
「卯
の
花
咲
け
る
玉
川
の
里
」
と
相
模

が
詠
め
る
は
、
剣
司
剖
調
―こ―
州
劉
引
明
。

と
記
さ
れ
て
い
る
。
基
俊
が
、
御
教
書
の

「可
被
撰
進
秀
逸
」
の
指

示
通
り
に
撰
し
た
ら
し
い
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

一
方
、
漢
詩
文
は
、
「新
撰
朗
詠
集
」
と
な
ら
び
、
「和
漢
朗
詠
集
』



＊
該
当
す
る
歌
が
あ
る
場
合
、
勅
撰
集

・
両
朗
詠
集

・
『金
玉
集
』
ム
深
窓
秘
抄
」
は
部
立
、
歌
合
は
左
右
の
番
、
「玄
々
集
」
は
、
「新
編
国
歌
大
観
』
の
番
号

で
示
し
た
。



漢
詩
他
出

一
覧

＊
九
番
と
十
二
番
は
出
典
未
詳
。
該
当
す
る
詩
が
あ
る
場
合
、
両
朗
詠
集
は
部

立
、
『江
吏
部
集
』
（群
書
類
従
本
）
は
巻
、
「本
朝
麗
藻
』
は

『校
本
本
朝
麗

藻

附
索
引
』
（大
曽
根
章
介

・
佐
伯
雅
子
共
編
　
汲
古
書
院
　
平
四
）
、
「江
談

抄
』
は
新
日
本
古
典
文
学
大
系
、
『類
題
古
詩
』
は

『類
題
古
詩
本
文
と
索
引
』

（本
間
洋

一
編
　
新
典
社
　
平
七
）
の
番
号
で
示
し
た
。

と
も
九
首
重
複
し
、
出
典
未
詳
の
二
首
を
除
い
て
、
両
朗
詠
集
の
ど
ち

ら
か
に
重
複
す
る
。
そ
の
他
、
大
江
匡
房
の
言
説
を
藤
原
実
兼
が
筆
録

し
た
と
い
わ
れ
る

「江
談
抄
」
と
は
、
七
首
の
重
複
が
み
ら
れ
る
。

「江
談
抄
」
と
共
通
す
る
詩
句
に
は
、
和
歌
と
同
様
に
、
「江
談
抄
」

の
逸
話
の
中
で
、
高
い
評
価
が
与
え
ら
れ
て
い
る
詩
句
が
多
い
の
も
特

徴
で
あ
る
。
例
を
掲
げ
る
と
、
本
詩
歌
合
七
番
左
の
詩
は
、
「江
談
抄
』

巻
四

・
八
に
、

年
々
別
思
驚
秋
雁
　
夜
々
幽
薄
到
暁
鶏

〈
擦
衣
詩
　
後
中
書
王
〉

後
中
書
王
文
藻
、
Ш
訓
引
潤
鼎
引
翻
悧
囚
ム
々
。

十
九
番
左
の
詩
は
、
同
書
の
巻
四

。
一
三
に
、

鹿
鳴
猿
叫
孤
雲
惨
　
葉
落
泉
飛
月
残

〈
秋
声
多
在
山
　
同
人

（稿

注
…
後
中
書
王
》

此
詩
、
大
条
官
有
雄
張
之
御
気
色
。
祠
園
以
司
烈
制
明
剣
樹
剰

洲
例
卿
『

・．
―
羽
剣
画
創
襴
習
列
コ
ム
々

十
三
番
左
の
詩
は
、
巻
四

・
六
四
に
、

逐
夜
光
多
呉
苑
月
　
毎
朝
費
少
漢
林
風
〈
秋
葉
随
日
落
詩

後
中

書
王
〉

漢
林
事
、
人
々
伊
鬱
日
、
若
漢
之
上
林
苑
。
離
合
任
意
也
云
々
。

宮
以
詞
林
被
証
。
月
瑚
画
厠
『、
（後
略
）

六
番
左
の
詩
は
、
巻
五

・
六
〇
に
、

（前
略
工
∃
劃
羽
倒
月
ョ
倒
。
巫
陽
有
月
猿
三
叫
、
晋
嶺
無
雲
雁

一

行
之
句
、
明
剣
瀾
測
Я
獅
「、
樹
応
子
熟
之
句
等
也
。
（後
略
）

の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。
「江
談
抄
』
巻
四

・
八
と
巻
四

・
六
四
の
逸
話



は
、
江
注
を
残
す
正
安
本

『和
漢
朗
詠
集
』
に
も
記
さ
れ
る
も
の
で
あ

る
。
あ
る
い
は
、
基
俊
の
手
元
に
は
、
匡
房
の
い
わ
ゆ
る

「朗
詠
江
注
』

も
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
と
推
測
さ
れ
る
。

以
上
を
ま
と
め
る
と
、
撰
集
資
料
と
し
て
、
自
撰
の
「新
撰
朗
詠
集
』

や
、
「新
撰
朗
詠
集
』
を
編
む
際
に
も
参
照
し
た

「和
漢
朗
詠
集
』
が
ま

ず
掲
げ
ら
れ
る
。
続
い
て
、
和
歌
は
、
「拾
遺
集
』
（そ
？
つ
ち
、
七
〇
％

が

『拾
遺
抄
」
と
重
複
す
る
）、
「後
十
五
番
歌
合
』
、
「玄
々
集
』
が
主
で

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
漢
詩
と
し
て
は
、
「江
談
抄
』
（稿
注
…

『朗
詠
江

注
』
の
可
能
性
も
残
る
）
が
主
と
な
っ
て
い
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
前
述
し
た
例
か
ら
、
基
俊
は
、
優
れ
た

詩
歌
と
は
言
っ
て
も
当
代
の
作
で
は
な
く
、
古
く
か
ら
秀
逸
と
さ
れ
、

人
口
に
檜
久
し
た
詩
歌
を
撰
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

ま
た
、
本
詩
歌
合
の
撰
歌
の

一
特
徴
と
し
て
、
詩
句
と
密
接
に
関

わ
る
和
歌
が
多
い
と
い
う
点
が
掲
げ
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
各
々
を
例
示

し
て
み
れ
ば
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

三
番
　
右
　
　
梅
近
香
入
窓

　

　

嘉
言

梅
が
か
を
夜
半
の
嵐
に
吹
き
た
め
て
我
が
ね
や
の
戸
を
あ
く
る
待

け
り

に
試
知
『
理

・ と
れ
は
期
わ
れ
神
諏
い
臨
‐こ 「軸
』
嚇
ほ
硫
け
い
一
癖
脚
躍

元
来
、
詩
句
題
で
あ

っ
た
も
の
を
、
和
歌
に
取
り
込
ん
だ
可
能
性
が

考
え
ら
れ
る
例
と
い
え
よ
う
。

四
番
　
右
　
　
従
冥
入
於
冥
　
　
　
和
泉
式
部

暗
き
よ
り
暗
き
道
に
ぞ
入
ぬ
べ
き
進
に
て
ら
せ
山
の
は
の
月

右
の
歌
題
の

「従
冥
入
於
冥
」
は
、
「法
華
経
』
化
城
喩
品
の

「徊
剣
因

川
到
　
永
不
間
仏
名

（烈
劃
明
劇
―こ―
月
明
「

水ヽ
く
仏
の
名
を
聞
か
ざ
り
し

な
り
こ

の
文
言
か
ら
引
か
れ
て
歌
題
に
用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ま

た
、
和
歌
の
「く
ら
き
よ
り
く
ら
き
道
に
ぞ
入
り
ぬ
」
と
い
う
上
句
も
、

「法
華
経
」
の
文
言
を
そ
の
ま
ま
踏
ま
え
た
例
で
あ
る
。

五
番
　
右
　
　
松
贅
入
夜
琴
　
　
　
斎
宮
女
御

こ
と
の
ね
に
み
ね
の
松
風
か
よ
ふ
ら
し
い
づ
れ
の
を
よ
り
し
ら

べ
そ
め
け
ん

右
の
歌
題
の

「松
啓
入
夜
琴
」
は
、
当
時
の
幼
学
書
の

一
つ
で
あ
っ
た

「李
崎
雑
詠
」
「風
」
の
中
の

一
句

「月
影
臨
秋
扇
　
樹
日
「
籍
倒
「
（月

の
影
は
秋
２
扇
に
臨
み
　
樹
ｑ
引
刷
司
ｇ
到
馴
引
Ｊ
」
か
ら
歌
題
に
引
用

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

九
番
　
右
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嘉
言

君
が
代
は
千
代
に

一
た
び
ゐ
る
ち
り
の
し
ら
雲
か
か
る
山
と
な
る

ま
で

こ
の

「ち
り
の
し
ら
雲
か
か
る
山
と
な
る
ま
で
」
の
発
想
の
源
に
は
、

「古
今
和
歌
集
』
仮
名
序
の
表
現

「高
き
山
も
麓
の
塵
泥
よ
り
成
り
て
、

天
雲
棚
引
く
ま
で
生
ひ
昇
れ
る
ご
と
く
に
、」
が
考
え
ら
れ
よ
う
。
古

今
序
の
典
拠
と
し
て
は
、
「自
氏
文
集
」
（那
波
本
）
巻
二
十
二

「続
座

繭

夢

ド

紆

鎌

鐵

等
下

鯛

闊

剛

鶉

一千
暑

足
丁

り
始
ま
り

十
三
番
　
右
　
　
　
　
　
　
　
　
兼
澄
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春
の
内
に
塵
つ
も
る
と
も
き
よ
め
せ
じ
花
に
け
が
る
る
宿
と
い
は

せ
ん

こ
の
歌
は

「兼
澄
集
』
（島
原
松
平
文
庫
蔵
本
）
に
も
巻
頭
歌
と
し
て
収
め

ら
れ
、
「
そ
ち
の
宮
に
て
、
一二
月
十
日
よ
ひ
ば
か
り
に
、
人
ノ
ヽ
う
た
よ

ま
せ
た
ま
ふ
に
、
は
な
を
見
て
に
は
を
は
ら
は
ず
と
い
ふ
だ
い
を
た
ま

は
り
て
」
と
い
う
詞
書
を
有
す
る
。
傍
線
部
の
歌
題
は
、
「類
衆
句
題

抄
〓

一人
六
に
残
る
詩
題
「惜
花
不
掃
地
」
と
共
通
す
る
発
想
で
あ
る
。

「惜
花
不
掃
地
」
は
、
「白
氏
文
集
』
巻
五
二

「
日
長
」
詩
句
、
「愛
水
多

櫂
舟
　
惜
冽
月
日
淵
欄
（水
を
愛
し
て
多
く
舟
に
櫂
し
、
初
日
周
列
ｑ
判
∃
同

嘲
Ｊ
」
か
ら
引
用
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
以
上
の
例
か
ら
は
、
詩
句

を
歌
題
に
反
映
し
た
和
歌
が
主
に
撰
歌
さ
れ
て
い
る
の
が
窺
わ
れ
よ

つヽ
。ま
た
、
実
際
の
詩
句
な
ど
か
ら
の
引
用
で
は
な
い
が
、
詩
的
歌
題

で
詠
ま
れ
た
歌
も
撰
歌
さ
れ
て
い
る
。

十
四
番
　
右
　
　
　
　
　
　
　
　
恵
慶

八
重
葎
し
げ
れ
る
宿
の
さ
び
し
き
に
人
こ
そ
見
え
ね
秋
は
来
に

け
り

十
四
番
歌
は
、
「拾
遺
集
』
巻
三

・
秋

。
一
四
〇
に
は
、
「河
原
院
に
て
、

あ
れ
た
る
や
ど
に
秋
来
と
い
ふ
心
を
入
人
よ
み
侍
り
け
る
に
」
と
あ

る
。
「荒
宿
秋
来
↑
を
詩
的
句
題
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
川
村
晃
生

氏
の
指
摘
が
あ
る
。

あ
る
い
は
、
ま
た
、
以
下
の
よ
う
な
例
も
あ
る
。

十
六
番
　
右
　
　
七
夕
　
　
　
　
　
堀
河
右
大
臣

た
な
ば
た
の
雲
の
衣
を
ひ
き
か
さ
ね
か
へ
さ
で
ぬ
る
や
こ
よ
ひ
な

る
ら
ん

こ
の
歌
は
、
「後
拾
遺
集
」
秋
上

。
二
四

一
に
、
「七
月
七
日
宇
治
太

政
大
臣
の
賀
陽
院
の
家
に
て
人
人
さ
け
な
ど
た
う
べ
て
あ
そ
び
け
る

に
、
憶
牛
女
言
志
心
を
よ
み
侍
け
る
に
」
と
い
う
詞
書
で
入
集
し
て
い

る
。
詞
書
に
見
ら
れ
る
よ
う
講
ヽ
―
即
事
」
「―
言
志
」
と
い
う
形
は
、

無
題
詩
に
特
有
の
手
法
で
あ
る
。

で
は
、
漢
詩
を
踏
ま
え
た
歌
が
撰
歌
さ
れ
た
の
は
な
ぜ
で
あ
ろ
う

か
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
長
承
二
年
に
試
み
ら
れ
た
も
の
が
、
他
な
ら

ぬ
詩
歌
合
で
あ
る
と
い
う
点
が
想
起
さ
れ
る
。
寺
田
純
子
氏
は
、
「詩

樹玲詢Ｍはい酬ばり一“』『罐齢紅謝潮れ畔椰嘔一い糎赫腱神

詩
歌
合
の
場
合
に
も
当
て
は
ま
る
。
さ
ら
に
、
本
詩
歌
合
は
撰
詩
歌
合

で
あ
り
、
後
代
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
当
座
詩
歌
合
と
は
事
情
■
銀
， 暉
り

る
。
し
た
が
っ
て
、
既
に
詠
作
さ
れ
て
い
る
古
人
の
詩
歌
を
、

一
番
と

し
て
相
互
に
関
連
性
を
も
た
せ
て
撰
す
る
場
合
、
ま
ず
意
図
的
に
漢
詩

を
踏
ま
え
た
和
歌
を
撰
す
る
必
要
が
あ

っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

本
節
で
は
、
ま
ず
、
詩
歌
の
撰
集
資
料
に
つ
い
て
述
べ
、
つ
い
で
、

撰
詩

・
撰
歌
の
傾
向
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
。
後
者
に
つ
い
て
は
、
平

安
中
後
期
を
通
し
て
秀
逸
と
評
さ
れ
、
人
口
に
檜
久
し
た
詩
歌
を
撰
し

て
い
る
点
、
ま
た
、
意
図
的
に
詩
に
近
し
い
和
歌
を
撰
し
て
い
る
点
が

見
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
し
か
し
、

一
方
で
、
秀
逸
な
詩
歌
、
朗

詠
さ
れ
た
詩
歌
、
詩
的
要
素
を
持
つ
和
歌
は
本
詩
歌
合
に
撰
せ
ら
れ
た



も
の
以
外
に
も
多
く
見
ら
れ
る
。
そ
の
中
で
本
詩
歌
合
に
前
述
の
詩
歌

が
な
ぜ
撰
ば
れ
た
か
に
つ
い
て
は
、
本
節
で
考
察
し
た
撰
詩

・
撰
歌
の

性
格
の
み
で
は
語
り
き
れ
な
い
。
本
詩
歌
合
を
構
成
す
る
う
え
で
、
撰

詩
・撰
歌
の
様
相
と
並
ん
で
重
要
な
位
置
を
占
め
る
の
が
人
選
で
あ
る
。

そ
の
様
相
に
つ
い
て
は
、
次
節
で
検
討
し
た
い
。

二

本
詩
歌
合
は
、
秀
逸
な
詩
歌
を
た
だ
撰
し
た
の
み
な
ら
ず
、
人
選
に

お
い
て
も
注
意
が
払
わ
れ
た
ら
し
い
。
そ
の
人
選
に
お
け
る
基
俊
の
意

図
を
考
察
す
る
こ
と
で
、
本
詩
歌
合
の
特
質
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
た

い
。本
詩
歌
合
に
選
出
さ
れ
た
人
物
を
、
詩
人

・
歌
人
別
に
示
す
と
以
下

の
よ
う
に
な
る
。

【表
三
】
『長
承
二
年
相
撲
立
詩
歌
合
」
詩
歌
入
数
表

〈
詩
〉
後
中
書
王

（具
平
親
王
）
四
首
　
　
　
　
紀
斉
名
四
首

大
江
以
言
四
首
　
　
儀
同
三
司

（藤
原
伊
周
）
四
首

大
江
匡
衡
二
首

　

藤
原
為
時

一
首

　

源
孝
道

一
首

〈
歌
〉
曽
祢
好
忠
三
首

　

恵
慶
法
師
二
首

　

大
江
嘉
言
二
首

堀
河
右
大
臣

（藤
原
頼
むこ

一
一首
　
　
　
藤
原
公
任

一
首

源
兼
澄

一
首

　
　

藤
原
長
能

一
首

　

安
法
法
師

一
首

藤
原
範
永

一
首

　

藤
原
実
方

一
首

　

和
泉
式
部

一
首

斎
官
女
御

一
首

　

小
大
君

一
首

　

　

伊
勢
大
輔

一
首

相
模

一
首

同
じ
く
藤
原
基
俊
が
撰
し
た

「新
撰
朗
詠
集
」
に
お
い
て
、
入
集
詩

歌
数
が
多
く
見
ら
れ
る
人
物
十
人
を
取
り
上
げ
て
示
し
た
も
の
が
以
下

で
あ
る
。

【表
四
】
『新
撰
朗
詠
集
』
詩
歌
入
数
表

（以
下
、
人
名
に
付
し
た
傍
線
は

長
承
二
年
相
撲
立
詩
歌
合
に
撰
せ
ら
れ
た
詩
人

・
歌
人
を
示
す
）

〈
詩
〉
入
集
詩
数
上
位
十
人

剣
測
馴
司
四
二
首

一日
剤
剣
一
一六
首

　

慶
滋
保
胤

対
測
国
剣

一
四
首

紀
長
谷
雄

一
三
首

兼
明
親
王

源
順

一
三
首
　
　
菅
原
道
真

一
二
首

一墨
調
冽
ヨ

劇
劇
例
同

一
二
首

〈
歌
〉
入
集
歌
数
上
位
十
人

紀
貫
之

一
一
首

　

一割
樹
矧
嵐
九
首

　

一利
刷
到
訓
八
首

劇
劇
洲
倒
六
首
　
　
源
道
済
六
首

　

　

源
重
之
六
首

凡
河
内
期
恒
六
首

一司
園
渕
国
五
首

　

平
兼
盛
五
首

利
樹
五
首

＊
そ
の
他
長
承
二
年
相
撲
立
詩
歌
合
に
撰
せ
ら
れ
た
詩
人
・歌
人
の

入
集
詩
歌
数

〈
詩
〉
藤
原
為
時
三
首

　

源
孝
道

一
首

〈
歌
〉
藤
原
頼
宗
四
首

　

藤
原
長
能
四
首

　

大
江
嘉
言
三
首

伊
勢
大
輔
三
首

　

藤
原
範
永
二
首

　

安
法
法
師

一
首

源
兼
澄
ナ
シ
　
　
　
藤
原
実
方
ナ
シ
　
　
斎
宮
女
御
ナ
シ

小
大
君
ナ
シ

七
首
三
首
二
首
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【表
三
】
と

【表
四
】
を
比
較
し
て
み
る
と
、
基
俊
が
と
り
わ
け

一
条
朝

に
活
躍
し
た
人
物
を
多
く
選
出
し
て
い
る
様
子
が
窺
わ
れ
る
。
そ
の
理

由
と
し
て
、
平
安
後
期
当
時
の
時
代
的
風
潮
が
考
え
ら
れ
る
。
既
に
諸

氏
に
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
平
安
後
期
に
お
い
て
、
一
条
朝
は
大
江
匡

一房
の

「続
本
朝
往
生
伝
」
に

「
一
条
天
皇
者
。
円
融
院
之
子
也
。
（中
略
）

御
宇
廿
五
年
間
。
叡
哲
欽
明
。
廣
長
萬
事
。
（中
略
）
時
之
得
人
也
。
於

斯
為
盛
。」
と
記
さ
れ
る
ご
と
く
、
詩
歌
を
は
じ
め
各
方
面
に
優
れ
た

人
材
を
輩
出
し
た
聖
代
と
し
て
、
憧
憬

・
称
賛
の
対
象
で
あ
っ
た
。
な

か
で
も
、
詩
に
つ
い
て
は
、
「類
衆
古
詩
』
の
入
集
詩
数
を
検
討
し
て

も
、
以
下
の

【表
五
】
の
よ
う
な
結
果
と
な
る
。
表
よ
り
、
一
条
朝
に

活
躍
し
た
人
物
が
中
心
に
撰
せ
ら
れ
て
い
る
点
か
ら
も
、
当
時
の
嗜
好

が
再
確
認
で
き
る
。

【表
五
】
「類
題
古
詩
」
入
集
詩
数
表
　
上
位
十

一
人

刈
測
以
司
四
五
首

網
剤
剣
二
人
首

　

慶
滋
保
胤
三
二
首

源
為
憲

一
人
首

　

倒̈
劇
劃
ョ

王
ハ
首
　
一
条
帝

一
五
首

橘
正
通

一
三
首

　

菅
原
文
時

一
二
首

源
順

一
二
首

大
江
朝
網

一
二
首

＊
そ
の
他
長
承
二
年
相
撲
立
詩
歌
合
の
詩
人

大
江
匡
衡

一
一
首

藤
原
為
時
六
首

　

源
孝
道
五
首

儀
同
三
司

一
首

さ
ら
に
、
基
俊
が
本
詩
歌
合
の
詩
人
を
選
出
す
る
際
に
は
、　
一
条

朝
の
文
人
で
あ
る
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
意
識
的
に
特
定
の
文
壇
に

つ
ら
な
る
詩
人
達
を
中
心
に
選
出
し
た
様
子
が
窺
わ
れ
る
。
特
定
の
文

壇
と
は
、
本
詩
歌
合
最
終
番
二
十
番
左
に
配
さ
れ
る
、
具
平
親
王
を
中

心
と
し
た
文
壇
で
あ
る
。
具
平
親
王
は
、
詩
文
の
オ
に
傑
出
し
た
人
物

で
あ
り
、
親
王
を
中
心
に
彼
の
邸
に
集
う
文
人
達
が
文
壇
を
形
成
し
て

い
た
。
具
平
親
王
の
文
壇
の
構
成
員
に
つ
い
て
、
大
曽
根
章
介
氏
は

買
具
平
）
親
王
の
邸
宅
に
伺
候
し
て
親
交
の
あ

っ
た
人
々
は
、
慶
滋
保

胤

・
大
江
匡
衡

。
以
言

・
紀
斉
名

・
源
順

・
為
憲
、
橘
正
通

・
菅
原
資

忠

。
藤
原
為
時

・
惟
成

・
斉
信

。
公
任

・
行
成
等
、
殆
ど
当
代
翰
林
の

＾
ｎ
）

代
表
者
を
網
羅
す
る
こ
と
が
出
来
る
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
本
詩
歌

合
に
選
ば
れ
た
七
人
の
詩
人
の
内
、
大
江
匡
衡

。
以
言

・
紀
斉
名

・
藤

原
為
時
の
名
が
掲
げ
ら
れ
て
お
り
、
具
平
親
王
を
含
め
て
五
人
の
人
物

が
該
当
す
る
。

と
こ
ろ
で
、
具
平
親
王
の
多
く
の
側
近
の
う
ち
、
な
ぜ
彼
ら
が
選

出
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
以
言
、
斉
名
、
匡
衡
の
三
人
は
、
同
じ
基
俊

撰
の

「新
撰
朗
詠
集
』
に
も
、
大
江
以
言
は
最
多
の
四
二
首
、
続
い
て

紀
斉
名
の
二
六
首
、
大
江
匡
衡
も
第
四
番
目
の

一
四
首
と
多
く
の
詩
が

入
集
し
て
い
る
人
物
で
あ
る
。
ま
た
、
次
の
よ
う
な
逸
話
も
伝
え
ら
れ

て
い
る
。
「今
鏡
」
（む
か
し
が
た
り
第
九
　
唐
歌
）
で
は
、
具
平
親
王
が

師
の
慶
滋
保
胤
に
対
し
て
、
当
時
の
文
人
達
の
詩
風
を
問
う
た
と
こ

ろ
、
保
胤
は
斉
名

。
以
言

。
匡
衡
の
三
者
を
掲
げ
て
、
そ
の
詩
風
批
評

を
し
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
「今
鏡
』
の
記
述
の
よ
う
に
、
右
の
三
者

の
詩
評
は
、
「江
談
抄
』
第
五

上
全
一
「匡
衡

。
以
言

・
斉
名
文
外
各
異

事
」
に
も
語
ら
れ
て
い
る
。
以
上
か
ら
も
、
一
条
朝
に
お
い
て
、
斉
名

・

以
言

・
匡
衡
の
三
者
は
、
具
平
親
王
の
周
辺
の
文
人
達
の
中
で
も
、
い
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ず
れ
劣
ら
ぬ
才
人
と
い
っ
た
意
識
が
撰
集
当
時
の
人
々
に
あ
っ
た
こ
と

が
窺
え
よ
つヽ
。

そ
の
ほ
か
、
為
家

・
孝
道
の
撰
さ
れ
た
理
由
の

一
端
は
、
次
の
大
江

匡
房
の
著
書
に
見
出
す
こ
と
が
出
来
る
。

親
王
則
例
引
劃
コ
。
上
宰
相
則
左
相
倒
同
ョ
副
。
九
卿
則
右
将

軍
実
資
。
右
金
吾
斎
信
。
左
金
吾
洲
倒
。
文
士
則
国
剣
。
馴
司
。

剤
剣
。
宣
義
。
積
善
。
為
憲
。
湖
喘
。
調
劃
。
相
如
。
道
済
。
（中

略
）
皆
是
天
下
之

一
物
也
。
■
続
本
朝
往
生
伝
し

（前
略
）
匡
衡
送
書
於
行
成
大
納
言
許
云
、
為
憲
湖
喘
制
週
敦
信

挙
直
輔
ヂ
、
此
六
人
者
越
凡
位
者
也
。
（匡
衡
書
を
行
成
大
納
言
許

に
送
り
て
云
は
く
、
為
憲
・
為
時
・孝
道
・
敦
信
・
挙
直
・
輔
ヂ
、
こ
の

六
人
は
凡
位
を
越
ゆ
る
者
也
。）
（『江
談
抄
』
第
五
・
四
六

「輔
ヂ
挙
直

一
双
者
也
事
し

前
者
は
、
先
述
し
た

「続
本
朝
往
生
伝
』
の

一
条
朝
に
つ
い
て
述
べ

た
箇
所
の
続
き
に
あ
た
る
部
分
で
あ
る
。
匡
房
に

「
天
下
之

一
物
」
と

称
さ
れ
る
程
の
優
れ
た
文
士
十
人
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
十
人
中

半
数
が
本
詩
歌
合
の
詩
人
と
合
致
し
、
う
ち
二
人
が
為
時
と
孝
通
で

あ
る
。
ま
た
、
二
人
は

「江
談
抄
』
の
逸
話
に
お
い
て
も
、
匡
房
の

曽
祖
父
匡
衡
の
言
と
し
て
、
凡
位
を
越
え
る
六
人
に
含
ま
れ
て
、
高

く
評
価
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
江
家
の
中
で
為
時

・
孝
通
は
評
価

さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
あ
る
い
は
、
基
俊
は
、
前
節
で
述

べ
た
撰
詩

・
撰
歌
と
同
様
、
人
選
に
も
、
「江
談
抄
』
『続
本
朝
往
生

伝
」
な
ど
の

一
条
朝
に
つ
い
て
の
言
を
参
照
し
て
、
本
詩
歌
合
を
編
纂

し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

一
方
、
歌
人
の
方
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
詩
人
の
よ
う
に

一
文
壇
を

中
心
と
す
る
の
で
は
な
く
、
相
互
に
関
わ
り
合
い
を
も

つ
幾
つ
か
の
歌

壇
が
関
わ

っ
て
く
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
歌
壇
の
う
ち
、
ま
ず
、

一
条

朝
の
歌
壇
か
ら
み
て
ゆ
き
た
い
。

先
述
し
た

「続
本
朝
往
生
伝
」
の

「
天
下
之

一
物
」
に
数
え
ら
れ
る

歌
人
の
部
分
に
は
、
「和
歌
。
則
道
信
。
剣
刻
σ
嵐
鯛
。
輔
親
。
式
部
。

衛
門
。
割
襴
翻
劇
『。
（中
略
）
皆
是
天
下
之

一
物
也
。」
と
あ
り
、
歌
人

七
人
中
実
方

。
長
能

。
式
部

・
好
忠
の
四
人
が
該
当
す
る
。
こ
の
四
人

の
歌
人
の
う
ち
の
二
人
、
藤
原
実
方
。長
能
は
花
山
院
の
近
臣
で
あ
る
。

電

』

つ 祢
¶

が
毎

酬

袈

評
れ‐こ
解

甕

，Σ

嘆

傘

源

寛
和
二
年
六
月
内
裏
歌
合
は
、
（中
略
）
い
わ
ば
本
格
的
な
も
の
で

あ
っ
た
。
こ
の
歌
合
が
院
の
主
催
に
か
か
り
、
彼
の
発
意
に
よ
っ

て
開
催
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
疑
え
な
い
。
（中
略
）
出
席
し

た
歌
人
は
、
十

一
人
に
す
ぎ
ず
、
し
か
も
そ
の
歌
数
を
み
る
と
、

（中
略
工
樹
四
調
刻
５
、
日
洲
測
釧
州３
、
（中
略
工
周
周
側
酬
甲
斉
信

・

道
綱

。
公
任

。
道
長
各
１
と
な
っ
て
い
て

（後
略
）

と
こ
ろ
で
、
本
詩
歌
合
は
、
何
か
ら
影
響
を
う
け
て
、
具
平
親
王
文

壇
と
花
山
院
歌
壇
の
人
物
を
選
出
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
答
え
を

「後
十
五
番
歌
合
』
最
終
番
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
本
詩
歌
合
に

お
い
て
、
公
任
の
秀
歌
撰

『前
十
五
番
歌
合
」
「後
十
五
番
歌
合
』
の
歌

を
多
く
撰
歌
し
て
い
る
こ
と
は
、
前
節
に
お
い
て
考
察
し
、
田
中
幹
子
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氏
も
口
頭
発
表
で
触
れ
ら
れ
た
こ
と
で
あ
れ
”
『前
十
五
番
歌
合
」
「後

十
五
番
歌
合
」
は
、
一二
十
人
の
秀
歌
を
各

一
首
撰
し
て
、左
右
に
つ
が
っ

た
も
の
で
、
本
詩
歌
合
が
そ
の
形
式
を
倣
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る

も
の
で
あ
る
。
人
選
に
お
い
て
も
、
右
の
秀
歌
撰
の
構
図
が
影
響
を
及

ぼ
し
た
と
見
る
こ
と
も
出
来
よ
う
。
「前
十
五
番
歌
合
』
「後
十
五
番
歌

合
」
と
関
わ
り
の
深
い
女
性
歌
人
と
そ
の
詠
も
特
徴
的
で
あ
る
。
本
詩

歌
合
の
撰
歌
さ
れ
た
女
流
歌
人
、
斎
宮
女
御
と
小
大
君
が

「前
十
五
番

歌
合
」
と
、
和
泉
式
部
と
伊
勢
大
輔
が

「後
十
五
番
歌
合
」
と
重
複
す

る
。
そ
の
内
の
二
人
、
斎
宮
女
御
と
和
泉
式
部
の
撰
歌
に
共
通
す
る
こ

と
は
、
句
題
和
歌
に
注
意
が
払
わ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
斎
宮
女
御
の

歌
題

「松
声
入
夜
琴
」
お
よ
び
和
泉
式
部
の
歌
題

「従
冥
入
於
冥
」
は
、

漢
詩
と
密
接
に
関
わ
る
こ
と
は
既
に
指
摘
し
た
。

和
歌
の
詩
句
題
摂
取
の
傾
向
は
、
花
山
院
歌
壇
の
人
々
に
も
認
め
ら

れ
る
も
の
で
あ
る
。
金
子
英
世
氏
は
右
の
傾
向
を
藤
原
長
能
の
和
歌
を

通
し
て
、
次
の
よ
う
に
指
摘
さ
れ
為
け

側
酬
硼
割
翻
副
目
「
翻
訓
劇
Ｊ
劉
割
劇
「
Ｊ
轡
例
国
国
型
ｑ
利
風

利
調
硼
割
同
期
剥
罰
綱
層
翻
詞
副
Ｊ
刻
＝
月
創
媚
劃
脚
コ
悧
り
「

側
翻
硼
Ｊ
引
Ｊ
測
銅
副
Ｎ

の‐
調
樹
州
・）、―
ゴ
「
凹
日
「
――
刻
羽
「
ｑ

潤
劃
∃
側
司
剰
目
洲
悧
「
割
割
「
日
「
潮
璃
州
創
圏
到
劃
列
呵
ｕ

川
ｄ
ｄ
ｄ
創
劃
闇
側
割
耐
Ｊ
劇
列
悧
り
句
。
従
来
、
花
山
院
歌
壇
の

特
徴
と
し
て
、
時
代
に
先
駆
け
た
文
芸
性
の
高
さ
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
が
、
そ
う
し
た
特
性
は
、
長
能
ら
が
河
原
院
周
辺
の
特
質
を

積
極
的
に
学
び
、
継
承
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
現
出
し
た
も
の
と
考

え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

花
山
院
歌
壇
の
詩
句
題
摂
取
は
、
河
原
院
周
辺
の
新
風
和
歌
の
趣
向
や

表
現
を
積
極
的
に
受
容
し
た
結
果
で
あ
る
と
い
う
金
子
氏
の
指
摘
は
注

目
に
価
す
る
。

で
は
、
河
原
院
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。
近
年
諸
氏

に
よ
り
、
河
原
院
周
辺
の
人
々
と
そ
の
実
態
が
あ
き
ら
か
に
さ
れ
つ
つ

あ
る
。
「拾
芥
抄
」
に
、
「河
原
院
　
エハ
条
坊
門
南
、
万
里
小
路
東
、
八

町
云
々
、
融
大
臣
家
、
後
寛
平
法
皇
御
所
、
（号
六
条
院
）、
本
四
町
、
京

極
西
、
号
東
三
条
院
。」
と
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
河
原
院
は
も
と
も
と

源
融
の
邸
宅
で
あ
る
。
そ
れ
が
代
々
伝
領
さ
れ
て
、
「拾
遺
集
』
成
立

前
夜
に
は
安
法
法
師
が
庵
主
と
な
り
、歌
人
文
人
の
雅
会
の
場
と
な
っ

て
い
た
。
大
養
廉
氏
は
次
の
よ
う
に
、
河
原
院
に
集
う
歌
人
達
を
整
理

さ
れ
鳩
”
側
洲
瀾
飼
集
か
ら
彼
の
交
友
圏
を
眺
め
る
と
、
劇
劇
・順
・元
輔
・

兼
盛

・
業
潮
「
重
之

。
入
道
少
将

（高
光
）
・
為
其

（中
略
）
な
ど

多
彩
な
顔
ぶ
れ
が
浮
か
ん
で
く
る
。

川
村
晃
生
氏
は
大
養
氏
の
論
を
受
け
て
、
河
原
院
が
、
時
代
に
先
駆

け
て
、
詩
文
色
の
濃
い
和
歌
を
試
作
す
る
場
で
あ
っ
た
こ
と
を
次
の
よ

う
に
示
さ
れ
た
。

矧
劇
日
、
（中
略
）
彼
と
河
原
院
と
の
関
係
を
示
す
明
徴
を
求
め
得

な
い
が
、
彼
が
順
、
能
宣
、
兼
澄
、
恵
慶
法
師
ら
河
原
院
の
常
連

歌
人
達
と
密
な
交
友
関
係
に
あ
っ
た
と
思
え
ば
、例
倒
劃
川
ぞ
ｑ

一‐劃
剰
劉
留
酬
利
引
則
烈
引
鮒
卸
則
湘
ｑ
洲
刻
剤
川ｏ
（中
略
こ
刊
ｑ
湖
副
『
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先
学
の
考
証
に
よ
り
、
雅
会
の
構
成
人
物
と
し
て
、
曽
祢
好
忠
、
恵
慶
、

源
兼
澄
、
大
江
嘉
言
ら
の
名
が
掲
げ
ら
れ
る
。
右
の
歌
人
達
は
、
本
詩

歌
合
で
、
上
位
入
集
す
る
人
々
で
も
あ
つ
た
。

以
上
か
ら
は
、
基
俊
が
好
ん
で
選
出
し
て
い
る
の
は
、
河
原
院
か
ら

花
山
院
歌
壇
に
か
け
て
の
新
風
和
歌
の
趣
向
や
表
現
を
時
代
に
先
駆
け

て
受
容
し
て
い
っ
た
歌
人
で
あ
る
の
が
窺
わ
れ
る
。

三

さ
て
、
前
節
で
述
べ
て
き
た
人
々
以
外
の
人
選
の
傾
向
に
つ
い
て

も
考
察
を
加
え
て
い
き
た
い
。
「平
安
朝
歌
合
大
成
」
に
お
い
て
、
萩

谷
朴
氏
は
、
本
詩
歌
合
に
は
、
他
の
歌
人
の
入
集
歌
数
に
比
し
て
、
基

俊
の
祖
父
堀
河
右
大
臣
頼
宗
の
歌
が
二
首
も
撰
ば
れ
て
い
る
点
が
、
基

俊
の
自
負
心
を
表
し
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
血
縁
関

係
か
ら
窺
わ
れ
る
人
選
に
つ
い
て
再
検
討
し
て
ゆ
き
た
い
。

「尊
卑
分
脈
」
に
よ
る
と
、
基
俊
の
出
自
は
、
祖
父
は
道
長
の
次
男

で
頼
通
の
異
母
兄
弟
に
も
あ
た
る
頼
宗
、
父
は
俊
家
、
母
は
高
階
順

業
女
で
あ
る
の
が
知
ら
れ
る
。
本
詩
歌
合
で
は
、
祖
父
頼
宗
と
深
く

関
わ

っ
た
人
物
も
二
人
選
ば
れ
て
い
る
。
相
模
、
範
永
で
あ
る
。
本

詩
歌
合
の
相
模
の
歌
は
、
「古
今
著
問
集
』
巻
十

一
。
画
図
第
十
六

コ
二

九
三
永
承
五
年
四
月
麗
景
殿
絵
合
の
事
」
か
ら
、
頼
宗
の
娘
の
歌
会
に

お
い
て
の
詠
歌
で
あ

っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

永
承
五
年
四
月
廿
六
日
、
麗
景
殿
女
御

（稿
注
‥
藤
原
延
子
。
藤
原

頼
宗
の
娘
。）
に
絵
合
あ
り
け
り
。
（中
略
）
相
模
が
卯
花
の
秀
歌
読

た
る
は
、
こ
の
た
び
の
事
な
り
。

み
わ
た
せ
ば
波
の
し
が
ら
み
か
け
て
け
り
卯
花
さ
け
る
玉
川

の
さ
と

一
方
、
範
永
は
、
頼
宗
の
兄
、
頼
通
の
家
司
的
存
在
で
あ
り
、
頼

宗
と
は
、
「祐
子
内
親
王
歌
合
」
を
は
じ
め
、
諸
々
の
歌
合
に
同
席
し

て
い
る
。
加
え
て
、
範
永
が
選
ば
れ
た
の
は
、
彼
が
和
歌
六
人
党
の

一
員
で
あ
る
こ
と
も
大
き
い
。
「拾
遺
集
』
時
代
の
和
歌
、
漢
詩
文
摂

取
の
流
行
を
う
け
て
、
さ
ら
に
進
歩
的
な
句
題
和
歌
詠
法
を
求
め
た

人
々
が
六
人
党
で
あ

っ
た
。
彼
等
が
河
原
院
の
人
々
を
思
慕
す
る
あ

ま
り
、
当
時
、
廃
墟
で
あ

っ
た
河
原
院
や
西
官
に
集
会
し
て
、
詠
作

活
動
に
耽

っ
た
こ
と
は
、
既
に
諸
氏
が
指
摘
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
れ
に

な
か
で
も
、
範
永
は
公
任
か
ら

「
範
永
誰
人
哉
。
和
歌
得
其
体
」
貧
袋

草
子
』
上
巻
）
と
激
賞
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
力
量
の
ほ
ど
が
知
ら
れ
て

い
る
。
と
こ
ろ
で
、
基
俊
の
母
方
に
つ
い
て
は
、
出
自
の
低
さ
ば
か
り
が
強

調
さ
れ
て
、
論
ぜ
ら
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か

っ
た
よ
う
で
あ
る
。

だ
が
、
母
が
高
階
氏
の
出
身
で
あ
る
こ
と
に
は
、
注
意
を
要
し
よ
う
。

次
頁
の

【高
階
氏
系
図
】
を
参
照
さ
れ
た
い
。
群
書
類
従
本

「高
階
氏

系
図
」
、
諸
々
の
日
記
類
、
補
任
類
等
よ
り
、
高
階
氏
の
系
図
を

一
部
抜

粋
し
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
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【
高

階

氏

″糸
図

】

※
実
線
は
親
子
兄
弟
、
二
重
線
は
結
婚
、
点
線
は
兄
弟

の
可
能
性
、
二
重
点
線
は
養
子
、

（　
）

の
数
字
は
生
没
年
を
示
す

藤

道
隆

_原貴
子

明
順

伊
・勢一輔　
　
　
　
　
　
藁赳棘掛琳靖

成
順
（～
脚
）―
＝
―
永
業

一一

仲
実

（剛
～
‐１０６
）

藤
原
俊
家

（
‐０１８
～
‐０８‐
）

成

忠

一．　　̈蒔『一̈一赫中』

可
珊蛸

一・
　

治
暦
四

（
鵬
）
六
位
蔵
人

―?

備
前
守

一　
　
康
和
五

（
‐１０３
）
常
陸
介

一
　

　

日
攣

不

ヱ

´
‐１‐

ヽ

督

（～
Ш
）
―
ト
ー
経
撲

（
ｌｏ２‐
～
‐‐１‐
）

（成
）

為

家

為

賢

女
天
承
三

（‐１１２
）
武
蔵
守

元
永
二

（‐１１９
）
能
登
守

大
治
元

（晰
）
長
門
守

経
敏

＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
通
憲

（藤
原
実
兼
子
）

女
一丁
―
―
―
―
―
―
―
藤
原
範
兼
（‐１０７
～
‐‐６５
）

藤
原
能
兼

藤
原
伊
周
―
―
―
藤
原
伊
周
女

（藤
原
頼
宗

（基
俊
の
祖
父
）
室
）

一下‐‐‐藤原基俊
（脚～‐１４２）
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ま
ず
、
母
方
の
祖
父
順
業
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
「尊
卑
文
脈
』
に

は
そ
の
名
が
見
ら
れ
な
い
。
け
れ
ど
も
、
「小
右
記
』
万
寿
四

（
一
〇
二

七
）
年
七
月
十
九
日
条
高
階
順
業
帯
刀
長

（稿
注
…

「日
本
紀
略
」
は
名

を

「順
成
」
と
す
る
。）、
「水
左
記
』
永
保
元

（
一
〇
八
こ

年
八
月
八
日

条
下
総
守
に
そ
の
名
を
残
す
人
物
が
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
。彼
が
高

階
家
系
図
の
ど
こ
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
か
は
判
然
と
し
な
い
。

し
か
し
、
当
時
に
お
い
て
、
名
前
の

「業
」
と
い
う
字
を
代
々
伝
承

し
て
い
る
の
は
、高
階
敏
忠
の

一
系
統
の
み
で
あ
る
こ
と
が
系
図
よ
り

窺
わ
れ
る
。
高
階
敏
忠
系
統
に
は
、
順
業
と
ほ
ぼ
同
時
代
に
「経
業

（成

と
も
こ

の
名
が
確
認
さ
れ
、
順
業
、
経
業
と
も
大
国
の
守
介
を
歴
任
に

し
て
い
る
こ
と
か
ら
兄
弟
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。経
業
の
他
に
高

階
敏
忠
系
統
以
外
の
高
階

一
族
で
、
年
代
的
に
無
理
が
な
く
、
名
に

「業
」
の
字
を
持
つ
の
は
、
成
忠
系
統
の

で
水
業
」
と
い
う
人
物
で
あ

る
。
水ヽ
業
も
順
業
の
兄
弟
の
可
能
性
は
残
る
。
そ
こ
で
、
系
図
に
お
い

て
は
、
点
線
で
順
業
の
位
置
を
記
し
て
い
る
。

【高
階
氏
系
図
】
か
ら
は
、
基
俊
の
遠
縁
に
藤
原
伊
周
や
伊
勢
大
輔

と
い
っ
た
本
詩
歌
合
に
関
わ
る
人
物
の
名
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
の

で
あ
る
。
特
に
伊
周
と
は
、
そ
の
女
が
基
俊
祖
父
頼
宗
に
嫁
し
て
父
俊

家
を
産
ん
で
お
り
、
関
係
が
深
か
っ
た
と
言
え
よ
う
。
ま
た
、
同
系
図

よ
り
、
基
俊
の
遠
縁
に
、
藤
原
範
兼
の
名
が
浮
か
ん
で
く
る
点
は
注
目

さ
れ
る
。
藤
原
範
兼
は
、
公
任
の

コ
二
十
六
人
撰
」
に
倣
い

「後
六
々

撰
」
を
、
ま
た
、
豊
富
な
漢
籍
知
識
を
礎
に
歌
学
書

『和
歌
童
蒙
抄
』

を
撰
し
た
人
物
で
あ
る
。
基
俊
と
は
、
保
延
元

（
一
三
一一五
）
年
お
よ

び
翌
年
の

「播
磨
守
家
成
歌
合
」
で
三
度
席
を
同
じ
く
し
て
い
る
。
こ

の
範
兼
の
秀
歌
撰

『後
六
々
撰
」
と
本
詩
歌
合
と
は
、
歌
人
十
五
人
中

九
人
、
和
歌
は
二
十
首
中
十
首
と
半
数
が
共
通
す
る
。

範
兼
と
基
俊
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
知
ら
れ

２
一

。

同

（稿
注
…
応
徳
二
年
三
月
）
七
日
賜
和
歌
題
二
首
全
ム
々
〉。
（中
略
）

翌
日
、
御
会
。
（中
略
）
範
兼
殊
為
張
本
定
勝
負
。
（中
略
）
邸
賜
歌

ニ
コ
ノ
モ
カ
ノ
モ
ト
詠
歌
出
来
。
剣
刹
剰
ョ
ー
川
「
例
「
バ
釧
測

Ш
辺
州
州
剌
剖
劃
「
徊
酬
バ
測
調
コ
Ｊ
淵
「
副
ガ
司
月
日
翻
欄
「
何

刊
瑚
刀
副
ヨ
訓
測
創
「
酬
判
「
剰
捌
「
例
劇
コ
司
Ｊ
劉
倒
Ｊ
劃
刊
創

二‐
ｄ
翻
翻
劃
酬
劉
劃
「
ｄ
倒
¶
劃
割
日
劃
洲
引
「
劃
例
翻
訓
勢

顕
広

此
時
承
伏
二
然
也
卜
云
。
３
袋
草
子
』
上
巻
）

右
は
応
徳
二
年
の
歌
合
に
お
い
て
、
邸
濁
の
歌
に

「
こ
の
も
か
の
も
」

と
詠
ん
だ
こ
と
に
対
し
、
範
兼
は
俊
成
と
と
も
に
、
「筑
波
山
以
外
こ

の
も
か
の
も
と
詠
む
べ
か
ら
ず
」
と
基
俊
の
判
を
論
拠
と
し
て
非
難
し

て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
滝
沢
氏
に
よ
っ
て
、
両
者
の
関
係
は
次
の

よ
う
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
（鯉

割
割
劉
調
州
刻
渕
∃
劉
翻
日
＝
劃
硼
勤
劉
劉
４

の‐
制
劉
「
ｑ
ヨ
田
ｕ

ｄ
州
目
日
「
翻
調
判
剖
創
割
劉
創
倒
引
剰
Ч
「
州
Ｊ
鋼
利
劉
利
利
ｑ

ｕ
劇
潤
劇
剰
引
副
例
釧
引
旬

（中
略
）
基
俊
の
判
詞
を
範
兼
が
特
に

注
目
し
て
い
る
ら
し
い
こ
と
、
（中
略
）
（稿
注
…

「和
歌
童
蒙
抄
」
中

で
）
俊
頼
と
共
に
基
俊
説
に
言
及
し
て
い
る
こ
と
、
（中
略
）
範
兼

使
用
本

（稿
注
…
「古
今
集
し
は
基
俊
所
持
本
と
同
系
統
で
あ
っ
た
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と
推
定
さ
れ
る
こ
と
、
「袖
中
抄
」
に
コ
一条
院
の
殿
上
の
御
会
に

有
此
沙
汰
。
範
兼
俊
成
等
存
基
俊
之
説
。
而
清
輔
出
証
」
貧

五
・

こ
の
も
か
の
も
）
な
ど
が
指
摘
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

滝
沢
氏
は
、
範
兼
の
歌
学
書

『和
歌
童
蒙
抄
」
に
基
俊
の
影
響
を
認
め

て
い
る
。
本
詩
歌
合
と

『後
六
々
撰
」
と
の
重
複
歌
の
多
さ
と
、
範
兼

が
基
俊
の
書
物
を
参
照
し
て
い
る
例
を
考
え
あ
わ
せ
る
と
、
本
詩
歌
合

の

「後
六
々
撰
』
へ
の
影
響
も
考
え
ら
れ
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

け
れ
ど
も
、
こ
こ
で
考
え
る
べ
き
は
、
本
詩
歌
合
と

「後
六
々
撰
」

と
の
関
わ
り
で
は
な
く
、
「後
六
々
撰
』
が
中
古
三
十
六
歌
仙
と
み
な

さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
範
兼
撰
の

「後
六
々
撰
』
が
公
任
の

『三

十
六
人
撰
』
に
倣
っ
た
こ
と
は
先
に
述
べ
た
。
だ
が
、　
一
方
で
基
俊

の
編
纂
書
に
も
、
類
似
し
た
秀
歌
撰
の
存
在
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ

る
。
「八
雲
御
抄
」
（図
書
寮
尊
蔵
桂
本
）
巻

一
に

「新
三
十
六
人
基
俊
」
、

「和
歌
色
葉
」
巻
上
に

「新
撰
和
漢
朗
詠
、
相
撲
の
詩
歌
廿
番
、
新
丹
六

人
は
基
俊
朝
臣
の
し
ご
と
也
」
と
さ
れ
る

「新
三
十
六
人
』
が
そ
れ
で

あ
る
。
「新
三
十
六
人
」
も
、
公
任
の

コ
二
十
六
人
撰
」
を
倣
っ
た
か
と

推
測
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
本
文
は
散
逸
し
て
今
に
伝
わ
ら
な

い
。
基
俊
と
範
兼
の
年
齢
差
か
ら
考
え
て
も
、
基
俊
の
「新
三
十
六
人
」

の
成
立
の
方
が
早
か
っ
た
の
は
間
違
い
な
か
ろ
う
。
つ
ま
り
、
本
詩
歌

合
と

「後
六
々
撰
』
の

一
致
す
る
も
の
は
、
あ
る
い
は
、
散
逸

「新
三

十
六
人
」
に
も
撰
せ
ら
れ
て
い
た
秀
歌
で
あ
る
可
能
性
も
考
え
る
こ
と

が
出
来
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

以
上
の
よ
う
に
、
本
詩
歌
合
に
は
、
漢
詩
文
は
具
平
親
王
の
も
と
に

集
う

一
条
朝
の
第

一
級
文
人
達
が
、
対
す
る
和
歌
は
、
河
原
院
、
花
山

院
、
お
よ
び
頼
宗
周
辺
の
歌
人
達
が
選
出
さ
れ
て
い
る
。
歌
人
達
に
つ

い
て
は
、
時
代
に
先
駆
け
た
漢
詩
文
摂
取
に
よ
り
、
和
歌
の
新
風
表
現

を
確
立
さ
せ
て
き
た
人
物
達
で
あ
る
点
を
共
通
点
と
す
る
。
ま
た
、
人

選
の

一
特
徴
と
し
て
、
基
俊
の
血
筋
に
近
し
い
人
物
を
選
出
し
た
ら
し

い
点
も
確
認
出
来
よ
う
。
本
詩
歌
合
の
成
立
順
序
と
し
て
、
基
俊
は
あ

ら
か
じ
め
お
お
よ
そ
の
詩
人
歌
人
の
枠
を
作
り
、
そ
の
中
か
ら
各

一
人
つ・ρ

第

一
の
秀
逸
な
詩
歌
、
ま
た
は
、
特
に
人
口
に
檜
久
し
た
も
の
で
、
番

の
関
係
上
撰
す
る
に
好
ま
し
い
詩
歌
を
撰
し
て
い
っ
た
の
で
は
な
か
っ

た
か
と
思
わ
れ
る
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
お
も
に

「新
撰
朗
詠
集
」
と
の
関
係
か
ら
論
ぜ
ら
れ
て

き
た

「長
承
二
年
相
撲
立
詩
歌
合
」
を
、
現
存
最
古
の
詩
歌
合
資
料
と

し
て
注
目
し
、
撰
詩

・
撰
歌
お
よ
び
人
選
の
様
相
に
つ
い
て
若
干
の
考

察
を
試
み
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
詩
歌
合
の
み
な
ら
ず
、
平
安
末
期

の
詩
歌
合
に
は
、
ほ
と
ん
ど
研
究
が
な
さ
れ
て
い
な
い
ま
ま
と
な
っ
て

い
る
資
料
も
残
存
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
詩
歌
合
を
合
め
、
中
世
的
文

芸
の
萌
芽
期
に
あ
た
る
当
時
の
文
壇
資
料
を
、
詩
と
歌
と
い
う
両
側
面

を
照
応
さ
せ
て
顧
み
る
こ
と
が
今
後
の
研
究
課
題
と
な
っ
て
く
る
だ
ろ

つヽ
。



注（１
）
本
詩
歌
合
の
主
な
先
行
研
究
と
し
て
、
萩
谷
朴
氏
の
研
究
η
平
安
朝
歌
合

大
成

（新
訂
増
補
と

〓
〓
一七
）
と
、
日
中
幹
子
氏
の
口
頭
発
表

「藤
原
基
俊

の
『和
漢
朗
詠
集
』
受
容
―
多
賀
切
詩
題
注
か
ら
の
考
察
―
」
（平
十

一
中
古

文
学
会
秋
季
大
会
）
が
あ
る

（第
二
節
参
照
。
）。
本
稿
も
こ
れ
ら
の
研
究
を

参
照
し
た
。

（２
と
新
撰
朗
詠
集
」
と
重
複
す
る
和
歌
の
内
、
「後
拾
遺
集
」
と
の
重
複
が
五

首
、
「玄
々
集
」
と
の
重
複
が
四
首
見
ら
れ
る

（『玄
々
集
」
と
の
重
複
歌
す

べ
て
が
、
「後
十
五
番
歌
合
」
と
重
複
し
て
い
る
。）。

（３
）
基
俊
が

「新
撰
朗
詠
集
』
の
和
歌
を
撰
定
す
る
際
、
「玄
々
集
」
を
参
考
し

た
こ
と
は
、
木
村
初
恵
氏

「
新
撰
朗
詠
集
』
の
和
歌
に
つ
い
て
」
翁
国
文
学

論
叢
』
三
四
　
平
元

・
三
）
に
指
摘
が
あ
る
。

（４
と
拾
遺
集
」
と
重
複
す
る
七
首
中
、
五
首
が

『拾
遺
抄
」
に
含
ま
れ
る
。
「拾

遺
集
』
か
ら
の
入
集
数
が

『拾
遺
抄
』
を
上
ま
わ
る
の
は
、
両
集
の
和
歌
総

数
の
違
い
に
も
よ
る
と
思
わ
れ
る
。

（５
こ
後
十
五
番
歌
合
』
の
七
割
強
が
、
「玄
々
集
』
に
掲
出
さ
れ
て
い
る
と
い

う
指
摘
が
あ
る

（川
村
晃
生
氏

『能
因
法
師
集

・玄
々
集
と
そ
の
研
究
』

〓
一

弥
井
書
店
　
昭
五
四
）
。

（６
工
新
撰
朗
詠
集
』
上

。
梅
に
は
、
人

一
番
に
醍
醐
帝
の
「瑠
璃
扉
薄
雖
相
遂

翡
翠
簾
疎
又
不
妨

（瑠
璃
扉
薄
く
し
て
相
遂
ぎ
る
と
雖
も
　
翡
翠
の
簾
疎

か
に
し
て
又
妨
げ
ず
ご
、
八
二
番
に
源
順
の

「半
染
秋
墓
浮
硯
水
　
斜
薫
春

御
入
珠
簾

（半
ば
秋
の
皇
を
染
め
て
硯
の
水
に
浮
か
ぶ
　
斜
め
に
春
の
制
に

薫
じ
て
珠
簾
に
入
る
こ

と
い
う
詩
句
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
人

一
番
詩
と
八

二
番
詩
は
、
そ
れ
ぞ
れ

『類
題
古
詩
』
四
二
七
と
四
二
九
に
も

「梅
近
香
入

隔
」
の
詩
題
で
入
集
し
て
い
る
。

（７
と
史
記
』
李
斯
列
伝
二
十
七
の
「大
山
不
譲
土
壌
　
故
能
成
其
大
　
河
海
不

澤
細
流
　
故
能
就
其
深
」
な
ど
と
も
発
想
を
同
じ
く
す
る
。

（８
）
川
村
晃
生
氏

「新
風
へ
の
道
―
後
拾
遺
歌
人
の
場
を
め
ぐ
っ
て
―
」
（
摂

関
期
和
歌
史
の
研
究
』
三
弥
井
書
店
　
平
三
）

（９
）
既
に
、
上
野
理
氏
が

「和
歌
六
人
党
と
歌
」
３
後
拾
遺
集
前
後
』
笠
間
書

院
　
昭
五

一
）
に
お
い
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（１０
）
寺
田
純
子
氏

『古
典
和
歌
論
叢
―
万
葉
集
か
ら
新
古
今
へ
―
』
（笠
間
書

院
　
昭
五
九
）

（Ｈ
）
大
曽
根
章
介
氏

「具
平
親
王
考
」
翁
国
語
と
国
文
学
』
三
五
―

一
二
　
昭

三
三

。
一
二
、
「大
曽
根
章
介
日
本
漢
文
学
論
集
第
二
巻
』
汲
古
書
院
　
平

一
〇
再
所
収
）

（‐２
）
今
井
源
衛
氏

「歌
壇
的
活
動
と
交
友
」
（
花
山
院
の
生
涯
』
桜
楓
社
　
昭

四
三
）

（‐３
）
注

（
１
）
の
口
頭
発
表
に
よ
る
。

（
‐４
）
金
子
英
世
氏

「藤
原
長
能
の
和
歌
に
つ
い
て
―
好
忠
受
容
を
中
心
に
―
」

（
和
歌
文
学
研
究
』
七
四

平
九

・
六
）

（‐５
）
犬
養
廉
氏

「河
原
院
の
歌
人
達
―
安
法
法
師
を
軸
と
し
て
―
」
（
国
語
と

国
文
学
』
四
四
―

一
〇
　
昭
四
二

。
一
〇
）

（‐６
）
川
村
晃
生
氏

「和
歌
と
漢
詩
文
―
後
拾
遺
時
代
の
諸
相
―
」
（注

（８
）
前

掲
書
）

（
‐７
）
上
野
理
氏

「和
歌
六
人
党
と
歌
」
（注

（９
）
前
掲
書
）

（‐８
）
川
村
晃
生
氏

「新
風
へ
の
道
」
（注

（８
）
前
掲
書
）
／
久
保
木
秀
夫
氏

「和
歌
六
人
党
と
西
官
御
会
」
翁
中
古
文
学
』
六
六
　
平

一
二

・
一
二
）

（
‐９
）
滝
沢
貞
夫
氏

「
「和
歌
童
蒙
抄
」
に
つ
い
て
」
３
中
古
文
学
』
二
四
　
昭

五
四

・
一
〇
）

※
所
引
の
和
歌
に
関
し
て
は
特
に
断
ら
な
い
限
り
、
「新
編
国
歌
大
観
」
に
よ
っ

た
。
た
だ
し
、
私
家
集
は

「私
家
集
大
成
」
に
よ
っ
た
。
そ
の
他
の
引
用
文
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献
は
以
下
の
と
お
り
。
な
お
、
私
意
に
よ
り
、
適
宜
旧
字
体
を
新
字
体
に
改

め
、
句
読
点

・
訓
読
を
付
し
た
。

・
『和
漢
朗
詠
集
』
大
曽
根
章
介

・
堀
内
秀
晃
氏
　
新
潮
日
本
古
典
集
成

昭
五
八

・
「新
撰
朗
詠
集
校
本
と
総
索
引
』
川
村
晃
生

・
佐
藤
道
生
氏
　
一二
弥
井
書

店
　
平
六

・
『類
題
古
詩
本
文
と
索
引
』
本
間
洋

一
氏
　
新
典
社
　
平
七

・
『今
鏡
全
釈
』
海
野
泰
男
氏
　
福
武
書
店
　
昭
五
八

・
『続
本
朝
往
生
伝
』
群
書
類
従
伝

・
「江
談
抄
　
中
外
抄
　
富
家
語
」
後
藤
昭
雄

・池
上
洵

一
・
山
根
封
介
氏

新
日
本
古
典
文
学
大
系
　
平
四

・
『袋
草
子
』
藤
岡
忠
美
氏
　
新
日
本
古
典
文
学
大
系
　
平
七

・
「法
華
経
」
坂
本
幸
男

・
岩
本
裕
氏
　
山石
波
文
庫
　
昭
三
九

ム
拾
芥
抄
」
故
実
叢
書
　
明
二
九

・
『
日
本
歌
学
大
系
』
巻

一
・
巻
三
　
佐
佐
木
信
網
編
　
風
間
書
房

・
「白
氏
長
慶
集
』
四
部
叢
刊
正
編
　
台
湾
商
務
印
書
館
印
行

・
『李
哺
百
二
十
詠
索
引
』
柳
瀬
喜
代
志
編
　
東
方
書
店
　
平
三

（
こ
や
ま

・
よ
し
み
　
本
学
博
士
前
期
課
程
修
了
）
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